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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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中
止
と
な
っ
た
。
理
由
は
福

島
第
一
原
発
の
事
故
で
「
放

射
能
被
害
を
含
む
原
爆
と
原

発
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
今

は
鑑
賞
し
て
も
ら
う
内
容
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
▼
ど
う
受
け
止
め
る
か

は
鑑
賞
者
の
判
断
に
任
さ
れ

る
こ
と
。
放
射
能
の
恐
ろ
し

さ
を
考
え
、
原
発
の
事
故
で

避
難
し
て
い
る
人
々
や
放
射

性
物
質
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
多
く
の
人
々
に
思
い

を
寄
せ
る
機
会
に
も
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
▼
鑑
賞
以
前

に
中
止
す
る
の
は
残
念
で
あ

り
、
危
う
い
こ
と
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
の
イ
メ
ー
ジ

を
悪
く
す
る
と
い
う
こ
と

か
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る

の
か
と
疑
問
と
不
安
が
広
が

る
。
東
北
の
地
へ
転
勤
し
て

い
っ
た
あ
の
人
は
今
、
元
気

に
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

東
京
の
目
黒

区
美
術
館
が

4
月
、
5
月

に
開
催
を
予

定
し
て
い
た

「
原
爆
展
」が

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

4
三
の
歩
が
と
金
と
な
る
。

（　

分
で
二
段
）

10

政
府
、　

％
の
賃
下
げ
を
提
案

10
　

賃
下
げ
提
案
に
は
何
の
道

理
も
な
い
ば
か
り
か
、
５
つ

の
デ
タ
ラ
メ
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
で
も
あ
る
公
務
員

が
〝
国
民
全
体
の
奉
仕
者
〟

切
還
元
せ
ず
、
内
部
留
保
増

大
や
外
需
依
存
に
ひ
た
走
っ

て
き
た
大
企
業
で
す
。

　

第
四
に
、
労
働
基
本
権
を

制
約
し
て
お
い
て
、
人
勧
制

度
で
賃
金
決
定
さ
れ
る
中
で

の
「
政
府
主
導
」
の
賃
下
げ

は
、
国
際
法
・
憲
法
上
許
さ

れ
な
い
も
の
で
す
。

　

第
五
に
、
低
所
得
の
労
働

者
に
対
し
て
、
危
険
な
原
発

作
業
員
を
募
集
す
る
な
ど
の

動
き
と
根
を
同
じ
く
す
る
、

政
府
・
財
界
の
労
働
者
切
り

捨
て
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
・
片
山
総
務
大
臣
は
５
月　

日
、
国
公
労
連
と
の
交
渉
で
「
平
成　

年
ま
で

13

25

の
３
年
間
に
限
り
、　

％
の
賃
下
げ
を
行
い
た
い
」
旨
、
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
賃

10

下
げ
の
理
由
を
「
民
主
党
の
選
挙
戦
で
の
政
策
で
あ
り
、
背
景
に
は
財
政
問
題
と
国

民
感
情
が
あ
る
」
と
言
い
つ
つ
、「
震
災
の
復
興
財
源
確
保
を
前
提
に
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
、〝
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
完
遂
〟
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　

全
国
税
は
、
何
の
道
理
も
な
い
賃
下
げ
提
案
に
断
固
反
対
で
す
。

は
な
い
」
と
い
う
説
明
は
、

公
務
員
ば
か
り
か
、
国
民
・

被
災
者
を
も
馬
鹿
に
し
て
い

ま
す
。

　

第
三
に
、
今
日
の
日
本
経

済
を
ガ
タ
ガ
タ
に
し
て
き
た

の
は
、
税
制
上
の
優
遇
も
受

け
て
空
前
の
利
益
を
上
げ
な

が
ら
、
労
働
者
・
国
民
に
一

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
、

昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
復

興
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
中
の
賃
下
げ
提

案
は
、
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、「
震
災
財
源
で

何
の
道
理
も
な
い
賃
下
げ
提
案

政府の一方的な賃金引き下げ提案は
認められない（声明）要旨

　　　　　　　　　        2011年5月17日
　日本国家公務員労働組合連合会

中央闘争委員会

　政府は5月13日、国公労連に対して、2014
年3月までの間、国家公務員の俸給と一時金の
1割カットを基本に引き下げることを正式に提
案してきた。
　この賃下げが強行されれば、民間労働者を
含む625万人の賃下げにつながるもので、労働
者の生活と地域経済に深刻な打撃を与えるこ
ととなる。賃下げは断じて認められない。
　東日本大震災の復興財源といって、真っ先
に公務員賃金の削減を打ち出すことは、消費
税の増税をはじめとした新たな国民負担増に
むけた露払いであることは明白である。
　この賃下げが復興をめざす日本と地域の経
済に重大な足かせになることは明らかである。
　東日本大震災の復旧・復興に多くの公務員労
働者が最前線で奮闘していることを踏まえれ
ば、人事院勧告にもとづかない給与の引き下
げは、何の道理も根拠もない憲法違反の暴挙
である。公務員も労働者であり、その基本的
権利を無視した暴挙は断じて認めることはで
きない。
　国公労連は、大震災から被災者本位の復旧・
復興を進めるとともに、国民の安心・安全が大
切にされる社会を確立することを求める。そ
のため、国の責任と大企業の社会的責任を明
らかにし、国民本位の行財政･司法の実現とそ
れを担う公務労働者の権利を守るために引き
続き奮闘するものである。　　　　　　以　上

　
　

％
も
の
賃
下
げ
提
案
を

10
受
け
て
、
国
公
労
連
は
５
月

　

日
、
各
単
組
書
記
長
級
役

16員
で
構
成
す
る
中
央
闘
争
委

員
会
を
招
集
し
、
対
応
と
行

動
を
決
定
。
賃
下
げ
提
案
に

は
何
の
道
理
も
な
い
こ
と
か

ら
反
対
の
立
場
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
考
え
う
る
行
動

で
撤
回
に
追
い
込
む
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
闘
争
委
員
会

で
は
、「
政
府
の
一
方
的
な

賃
金
引
き
下
げ
提
案
は
認
め

ら
れ
な
い
（
声
明
）」
を
採

択
し
、
職
場
内
外
に
賃
下
げ

反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

賃
下
げ
提
案
の
新
聞
報
道

を
受
け
、
職
場
か
ら
反
対
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

【
家
族
の
声
か
ら
】

「
一
般
家
庭
で
１
割
は
、
途

方
も
な
い
金
額
」「
妻
が
怒
り

ま
し
た
。　

％
賃
下
げ
に

10

な
っ
た
ら
家
計
は
ど
う
な
る

の
」「〝
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ニ
ッ
ポ

ン
〟
と
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
、
政
府
が
労
働
者
の
賃
下

げ
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
」

「
2
人
の
子
ど
も
の
う
ち〝
大

全国税本部に

早くも寄せられる

反対の声

学
生
を
辞
め
さ
せ
る
か
〟
と

い
う
話
に
も
な
っ
た
」

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

【
初
任
給
に
戻
る
】

「
国
専
採
用
９
年
目
の
私
は
、

初
任
給
に
戻
る
よ
う
な
も

の
。
こ
の　

年
間
の
苦
労
は

10

何
だ
っ
た
の
か
」

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

【
さ
さ
や
か
な
幸
せ
も
】

「　

％
の
賃
下
げ
は
、
す
で

10に
発
泡
酒
の
ビ
ー
ル
を
第
三

の
ビ
ー
ル
に
替
え
る
位
で
は

間
尺
に
合
わ
な
い
」「
飲
み
屋

の
マ
マ
に
惜
別
が
必
要
」

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

【
今
度
調
査
で
】

「
税
務
調
査
で
納
税
者
と

会
っ
た
と
き
に
は
、
素
直
に

『
あ
ん
た
の
給
料
が
１
割

カ
ッ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
思

う
？
』
と
訴
え
る
つ
も
り
で

す
」

国
公
労
連
、中
闘
声
明
を
発
表

  
賃
下
げ
、断
じ
て
認
め
ら
れ
ぬ

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
自
ら
も
被
災
者
に
か
か

わ
ら
ず
奮
闘
し
て
い
る
国
家

公
務
員
。　

％
賃
下
げ
提
案

10

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

【
国
土
交
通
省
の
組
合
員
】

　

災
害
協
力
協
定
を
取
り
交

わ
し
て
い
た
地
域
建
設
業
者

と
一
緒
に
、
急
ピ
ッ
チ
で
河

川
や
国
道
の
復
旧
作
業
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昼
夜

を
問
わ
な
い
作
業
の
結
果
、

支
援
物
資
な
ど
の
輸
送
確
保

が
実
現
し
て
い
ま
す
。

【
労
働
省
の
組
合
員
】

　

労
働
行
政
に
は
、
雇
調

金
、
失
業
手
当
、
内
定
取
り

消
し
や
解
雇
、
休
業
手
当
、

遺
族
（
補
償
）
給
付
請
求
な

ど
、
数
多
く
の
相
談
が
殺
到

し
て
い
ま
す
。
４
月　

日
の

11

仙
台
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は

３
０
０
０
人
の
利
用
者
が
相

談
を
待
っ
て
お
り
（　

時
時

15

点
）、
最
終
利
用
者
の
対
応

なぜ、いま賃下げ !?

被災者すら馬鹿にしてる
が
終
わ
っ
た
の
は　

時
、
職

22

員
が
退
庁
し
た
の
は
日
を
ま

た
い
で
か
ら
で
し
た
。

【
国
立
病
院
の
組
合
員
】

　

宮
城
病
院
の
院
内
保
育
所

の
玄
関
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
は
、
津
波
で
亡
く

な
っ
た
兄
妹
（
４
歳
と
２
歳
）

の
「
マ
マ
と　

て　

を
つ
な

い
で　

て
ん
ご
く
に
い
き
ま

し
た
」
と
お
知
ら
せ
が
貼
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
の

中
、
地
域
医
療
の
セ
ン
タ
ー

の
国
立
病
院
と
し
て
、
医
療

班
や
医
薬
品
は
も
ち
ろ
ん
、

食
料
や
燃
料
な
ど
の
供
給

を
、
昼
夜
を
問
わ
ず
行
っ
て

い
ま
す
。

震
災
対
応
で
奮
闘
す
る
国
公
労
働
者

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

5月17日夕刻、東京・銀座マリオン前での抗議宣伝行動

デタラメばかりの賃下げ反対
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と
も
に
震
災
を 

　

乗
り
越
え
よ
う

【
近
畿
地
連
】

　

全
国
税
き
ん
き
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
は
、

５
月
７
日
、
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
人
々
へ
、
と
も

に
震
災
を
乗
り
越
え
る

決
意
を
表
明
す
る

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
バ
ン
ド
演

奏
、
マ
ジ
ッ
ク
や
琉
球

音
楽
・
舞
踊
な
ど
多
彩

な
演
目
が
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
悲
し
み
の
渦
中
に

あ
る
人
々
、
亡
く
な
ら

れ
た
人
々
を
思
い
黙
祷

を
行
い
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
を
身
近

で
遭
遇
し
た
関
西
の
私

た
ち
に
と
っ
て
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
単
に
「
が
ん
ば

ろ
う
」と
か「
が
ん
ば
っ

て
」
で
は
な
く
、「
と
も

に
乗
り
越
え
よ
う
」「
と

に
生
き
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
で
今
回
の
企
画

は
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
場
内
外
か
ら
１
２

０
名
の
参
加
が
あ
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
へ
１
４

６
５
９
６
円
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

名
古
屋
名
物 

　

「
降
格
人
事
」

【
東
海
地
連
】

　

人
事
で
も
名
古
屋
局

は
全
国
の
先
端
？
を

走
っ
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
に
降
格
人
事
が
初

14め
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
名
古
屋

局
で
は　

名
の
降
格
人

41

事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
翌
年
、
全
国
の
８

割
（
８
名
）
が
名
古
屋

局
で
し
た
。
当
時
、

「
降
格
人
事
候
補
で
上

が
っ
て
く
る
の
は
名
古

屋
ば
か
り
だ
」
と
国
税

庁
で
は
言
わ
れ
て
い
た

と
の
噂
も
聞
き
ま
し

た
。
旅
費
や
超
勤
の
計

算
が
複
雑
に
な
り
、
行

政
文
書
の
管
理
・
点
検
、

果
て
は
紙
ゴ
ミ
の
処
分

ま
で
管
理
職
の
仕
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
相
変

わ
ら
ず
様
々
な
数
字
に

追
わ
れ
、
統
括
官
や
連

調
官
へ
の
魅
力
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

心
身
の
不
調
を
訴
え
る

管
理
職
も
増
え
て
い
ま

す
。

旅
費
事
務
が 

　

複
雑
怪
奇
に

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

　

4
月
か
ら
旅
費
が
ま

た
ま
た
複
雑
怪
奇
に
。

出
張
す
る
前
に
旅
程
表

を
各
自
が
入
力
し
、
そ

れ
を
統
括
官
が
チ
ェ
ッ

ク
。
そ
し
て
会
計
が
…

と
重
々
複
。
実
際
に

使
っ
た
交
通
機
関
で
は

な
く
一
番
安
い
運
賃
で

計
算
し
、
旅
費
を
減
ら

す
こ
と
が
目
的
？　

何

が
何
や
ら
と
に
か
く
大

変
。
そ
の
う
え
持
ち
出

し
書
類
チ
ェ
ッ
ク
。
ホ

ン
マ
や
っ
と
ら
れ
へ
ん

わ
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍杏 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

仙 台 局 長 が 震 災 対 応 で

協
力
は
惜
し
ま
な
い
が

震
災
を
口
実
と
す
る
な

　

岸
仙
台
局
長
は
4
月　

、　

日
、
全
国
税
東
北

25

28

地
連
に
対
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
休
日

の
電
話
相
談
や
休
日
・
夜
間
の
地
方
自
治
体
と
の

合
同
説
明
会
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
東
北
地
連
・
竹
田
委
員
長
は
「
職
員

の
安
全
と
健
康
に
配
慮
を
」「
自
治
体
と
の
協
調
を

口
実
に
、
な
し
崩
し
と
す
る
な
」
と
求
め
ま
し
た
。

Ｇ
Ｗ
の
相
談
実
施

　

局
長
は
冒
頭
、「
仙
台
局

と
し
て
経
験
の
な
い
こ
と
。

甚
大
な
被
害
が
広
大
で
、
対

応
署
は
小
さ
い
署
が
多
い
。

説
明
会
等
の
会
場
確
保
を
含

め
、
地
方
自
治
体
と
共
同
し

て
い
く
」
と
説
明
し
、「
来
署

相
談
に
は
限
界
が
あ
り
、
説

明
会
を
行
い
、
個
別
相
談
等

は
あ
る
程
度
の
日
程
調
整
を

行
い
た
い
。
電
話
相
談
も
多

く
な
り
、
他
局
応
援
も
含
め

て
最
大　

名
を
準
備
し
て
い

80

る
」
と
、
理
解
を
求
め
た
上

で
、
Ｇ
Ｗ
の
休
日
の
電
話
相

談
体
制
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

東
北
地
連
・
竹
田
委
員
長

は
、
①
非
常
時
で
あ
り
協
力

は
惜
し
ま
な
い
、
②
職
員
の

過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
安
全
と
健
康
に
配
慮
せ

よ
、
③
「
仙
台
局
全
体
で
震

災
対
応
に
あ
た
る
」
と
の
明

確
な
指
示
を
行
え
と
要
求
。

　

岸
局
長
は
、「
併
任
期
間

は
２
週
間
程
度
と
し
て
、
交

代
し
て
行
う
」「
事
務
運
営
の

方
針
等
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
職
員
に
伝
え
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

休
日
・
夜
間
の 

　
　
　

説
明
会
を
実
施

　

さ
ら
に
、
閉
庁
日
や
平
日

時
間
外
に
、
地
方
自
治
体
と

協
調
し
た
説
明
会
を
、
用
意

さ
れ
る
会
場
や
避
難
所
、
仮

設
住
宅
と
併
設
さ
れ
る
集
会

所
等
で
実
施
す
る
こ
と
を
伝

達
。
ま
た
、
休
日
対
応
に
つ

い
て
は
「
直
近
の
週
休
日
に

振
替
を
行
う
」、
平
日
時
間

外
に
つ
い
て
は
「
超
勤
で
対

応
し
、
手
当
を
支
給
す
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

竹
田
委
員
長
は
、
①
自
治

体
と
の
協
調
が
大
事
な
の
は

理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
を
口

実
に
、
な
し
崩
し
に
し
な
い

こ
と
、
②
帰
署
の
た
め
の
移

動
時
間
も
超
勤
手
当
の
対
象

と
せ
よ
、
と
求
め
ま
し
た
。

岸
局
長
は
「
新
た
な
ケ
ー
ス

が
出
た
場
合
は
、
改
め
て
直

接
説
明
す
る
」と
言
い
つ
つ
、

「
口
実
に
す
る
こ
と
は
絶
対

に
な
い
」
と
明
言
。
超
勤
手

当
に
つ
い
て
も
「
検
討
し
て

み
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

職
員
育
成
策
で
、
事
務
の
円

滑
化
を
妨
げ
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
若
手
の
指
導
育

成
を
も
妨
げ
て
き
ま
し
た
。

　

内
部
事
務
を
支
え
て
き
た

ベ
テ
ラ
ン
上
席
は
、「
今
ま

で
、
誇
り
を
持
っ
て
し
て
き

た
仕
事
も
、
こ
ん
な
グ
チ
ャ

グ
チ
ャ
な
状
況
で
は
、〝
当

局
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
〟
と
考
え
て
し
ま
う
」
と
、

内
部
事
務
の
行
く
末
を
危
惧

し
、「〝
と
り
あ
え
ず
今
日
１

日
〟
と
思
っ
て
出
勤
し
て
い

る
。
し
か
し
、〝
あ
れ
こ
れ

覚
え
ろ
〟
と
言
わ
れ
手
が
重

く
な
り
、〝
若
手
に
も
指
導

を
〟
と
言
わ
れ
て
、
気
が
重

く
な
る
の
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
は
ず
」
と
、
現
状
を
訴

え
て
い
ま
す
。

れ
が
分
か
ら
な
い
」「
今
日
、

多
少
無
理
し
て
で
も
、〝
い

つ
ま
で
に
ど
こ
ま
で
進
め

る
〟と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
」（
ベ
テ

ラ
ン
上
席
）
中
で
作
業
が
進

め
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

無
謀
な
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
は
、
事
務
の
混
乱
ば
か
り

か
、
職
員
の
心
身
の
健
康
破

壊
を
招
く
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
決
定
的
な
人

員
不
足
と
署
に
責
任
を
押
し

付
け
た
〝
場
当
た
り
的
〟
な

か
ら
の
応
援
を
減
ら
し
た
署

で
軒
並
み
事
務
滞
留
、
超
勤

の
蔓
延
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。「
Ｏ
Ｃ
Ｒ
入
力
で
も
特

有
の
着
眼
点
が
あ
る
が
、
そ

　

東
日
本
大
震
災
に
直
接
影

響
を
受
け
な
か
っ
た
確
申
期

の
管
理
運
営
部
門
で
は
、
入

力
事
務
等
に
未
経
験
職
員
を

配
置
し
た
署
や
、
個
人
課
税

「
当
局
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

　
　
　
　
　
　

手
も
気
も
重
く
な
る
現
状

　

震
災
の
被
害
状
況
も
つ
ぶ

さ
に
伝
え
、
行
政
対
応
は
も

ち
ろ
ん
税
制
に
も
提
言
を
し

て
き
た
全
国
税
。
多
く
の
要

求
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
を
歪
め
て
き
た
顧
問

先
あ
っ
せ
ん
も
、
全
国
税
の

要
求
と
、
そ
れ
に
応
え
た
国

民
運
動
の
力
で
、
や
め
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　

非
常
勤
職
員
の
「
３
か
月

更
新
」の
廃
止
を
勝
ち
取
り
、

官
民
の
労
働
組
合
か
ら
注
目

さ
れ
る
全
国
税
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
今
年
３
月
の
雇

い
止
め
に
も
果
敢
に
立
ち
向

か
い
、
継
続
雇
用
を
勝
ち

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労

働
時
間
を
削
ら
れ
た
非
常
勤

職
員
が
加
入
し
て
た
た
か

い
、
１
日
５
・
５
時
間
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

公
務
員
賃
金
の　

％
賃
下

10

げ
の
提
案
に
も
、
全
国
税
は

全
力
を
挙
げ
て
た
た
か
い
ま

す
。〝
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
〟は

全
国
税
に
加
入
し
よ
う

【
一
面
の
関
連
記
事
】

　
「
国
税
労
組
が〝
賃
下
げ
容

認
〟
の
説
得
で
、
職
場
オ
ル

グ
を
し
て
い
る
」
と
の
情
報

が
、
全
国
税
本
部
へ
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
全
国
税
は
、

こ
れ
が
根
拠
の
な
い
噂
で
あ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま

す
。
そ
し
て
、
同
じ
職
場
に

あ
る
労
働
組
合
と
し
て
、
政

府
主
導
に
よ
る
何
ら
道
理
の

な
い　

％
賃
下
げ
の
提
案
に

10

は
断
固
と
し
て
反
対
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

国
税
労
組
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
賃
下
げ
人
勧
」
に
対
し

て
、「
労
働
基
本
権
の
代
償

措
置
と
し
て
の
人
事
院
勧
告

を
尊
重
」す
る
立
場
と
し
て
、

容
認
し
て
き
た
過
去
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
自
体
、
立
場
を

異
に
す
る
も
の
で
す
が
、
今

回
の
賃
下
げ
提
案
は
、
そ
の

人
事
院
勧
告
す
ら
無
視
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

国
税
労
組
に
は
、
労
働
組

合
と
し
て
、
賃
下
げ
提
案
を

許
さ
な
い
方
針
を
掲
げ
る
よ

う
呼
び
か
け
ま
す
。

国
税
労
組 

早
く
も〝
容
認
〟オ
ル
グ
か

禁
物
で
す
。
皆
さ
ん
の
加
入

が
、
撤
回
を
求
め
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

　

職
場
で
の
本
当
の
労
働
組

合
、
公
務
職
場
だ
け
で
は
な

く
民
間
職
場
の
労
働
者
か
ら

も
信
頼
さ
れ
て
い
る
労
働
組

合
、
行
政
民
主
化
や
私
た
ち

の
労
働
条
件
の
源
で
も
あ
る

税
制
に
も
意
見
を
言
う
労
働

組
合
。
こ
れ
が
、
全
国
税
労

働
組
合
で
す
。

　

今
、
次
々
と
全
国
税
を
選

択
す
る
仲
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
全
国
税
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

賃
下
げ
許
さ
ぬ
方
針

賃
下
げ
許
さ
ぬ
方
針
をを

管 運 部 門

東北地連

方針示す閉庁日対応 夜間相談


